
会 議 録 
 

会議名 平成 28年度第１回東浦町文化財保護審議会 

開催日時 
平成 28年５月 11日（水） 

午前10時から午前11時 20分まで 

開催場所 東浦町文化センター 第２会議室 

出席者 

委員 
石原弘幸氏、河合美三男氏、鈴木勝美氏、福岡猛志氏、高

部淑子氏、鬼頭秀明氏 

事務局 
恒川教育長、河合教育部長、平林生涯学習課長、楠文化財

係長、右田主査 

欠席者 伊藤岱二氏 

議題等 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 正副会長の選任について 

４ 乾坤院の火災について 

５ 東浦町指定文化財の指定解除について 

６ 平成28年度知多地方文化財保護委員会連絡協議会について 

７ 今後の主な行事予定 

傍聴者の数 １名 

審議内容 

◆開会 

委員の任期が平成 28年４月１日から 30年３月 31 日までとなる旨説明

し委嘱書を配布し、次第に従い会議を開会する。 

  

◆あいさつ 

 教育長から日頃の活動に感謝し、今回の報告事項及び審議事項につい

て触れあいさつをする。 

 

◆事務局 

正副会長の選任について、自薦他薦を問うが意見なし。よって、事務

局が、会長に石原氏を推薦する。 

 

◇他の委員 

異議なし。会長を石原氏と決定した。 

副会長は、石原会長が河合委員を指名し決定した。 

 

◆事務局 

会議の進行を会長にお願いする。 

 

◇会長 

次第に従い議事を進める。 

次第３「報告（１）乾坤院の火災について」及び「（２）東浦町指定

文化財調査報告について」事務局へ説明を求める。 



 

◆事務局 

 平成 28 年３月４日午後２時 45 分頃、本堂から出火。本堂・示玄堂・

堅雄堂を全焼し、山門の一部を損傷した。また、堅雄堂内に収められて

いた、水野忠政・忠善像も被災した。現場検証や調査の準備が整った４

月５・６日の両日、教育委員会が町指定文化財である堅雄堂の内部を調

査し、水野忠政・忠善像とみられる残骸を始め、堅雄堂の屋根瓦や入口

扉の金具、位牌などを収集した経過等を説明する。 

 

◇委員 

町指定文化財としては、堅雄堂と座像２体と山門が対象か。 

 

◆事務局 

 意見のとおりである。 

 

◇委員 

 指定文化財以外の仏像などの被害状況は。 

 

◆事務局 

 堅雄堂内の残存資料の調査が終了し、その他の調査は未実施である。 

 

◇委員 

 座像の修復は不可能であるが、記録写真などから複製の作成や残存資

料を保管することは可能か。 

 

◆事務局 

 複製の作成は可能と聞いている。しかし、町の所有物ではないので、

所有権を得た後検討する。 

 

◇会長 

次第４「審議事項 (１) 東浦町指定文化財の指定解除について」事務

局へ説明を求め、委員の意見を募る。 

 

◆事務局 

 堅雄堂は全焼、水野忠政・忠善座像はほぼ炭状になっている状況を説

明する。 

 

◇委員 

 収集した資料は、どのように扱うのか。 

 

◆事務局 

 位牌は所有者に返還することになると考えている。堅雄堂から収集し

た資料が東浦町に寄付され、資料館に収蔵できた場合、展示を検討す

る。 

 



◇会長 

堅雄堂については、全焼であること。水野忠政・忠善座像について

は、ほぼ炭状になっていること。よって、指定解除でよいか、諮る。 

 

◇委員 

 異議なし 

 

◇会長 

堅雄堂の残存資料を可能な限り保管すること、水野忠政・忠善座像を

資料として保管すること、などを求め、次の「審議事項（２）その他」

について事務局へ説明を求める。 

 

◆事務局 

 特になし 

 

◇会長 

次第５「その他（１）平成 28 年度知多地方文化財保護委員会連絡協議

会について」事務局へ説明を求める。 

 

◆事務局 

平成 28 年度は、知多地方文化財保護委員会連絡協議会の会長や研修会

での発表を東浦町が行う旨を説明する。 

 

◇会長 

「その他（２）今後の主な行事予定について」事務局へ説明を求め

る。 

 

◆事務局 

  6 月 29 日に知多地方文化財保護委員会連絡協議会役員会が開催され

ること、10月28日に同委員会の研修会が開催されることを説明する。 

 

◇委員 

 意見なし 

 

◇会長 

本日の会議日程をすべて終了した旨を告げ閉会とする。 

備考 なし 

 


